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１．あいさつ
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小学校６年
「転入生がやってきた」

中学校１年
「ジェスチャーで場面作り」

１.あいさつ

豊岡の教育のめざす姿
コミュニケーション教育

4



２．小中学校のあり方についての検討
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なぜ検討が必要なの？
少子化が進み、同級生が極端に少ない学年や複式学級が増えています

２.小中学校のあり方についての検討
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小規模校のメリット 小規模校のデメリット

【学
習
面
】

 児童・生徒の一人ひとりに目がゆ
きとどきやすく、きめ細かな対応
がしやすい。

 学校行事や部活動等で、児童・生
徒一人ひとりに個別の活動機会が
与えられやすい。

 集団の中で、多様な考え方に触れる機会や
学びあいの機会、切磋琢磨する機会が少な
くなりやすい。

 運動会などの学校行事や音楽活動等の集団
活動に制約が生じやすい。

 部活動の部員の確保が難しい。

 部活動の数が減り、選択肢が少ない。
 試合に出られない。

【生
活
面
】

 児童・生徒相互の人間関係が深ま
りやすい。

 異学年間の縦の交流が生まれやす
い。

 クラス替えが困難なことなどから、人間関
係や相互の評価等が固定化しやすい。

 集団内の男女比に極端な偏りが生じる可能
性がある。



なぜ検討が必要なの？

２.小中学校のあり方についての検討
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小規模校のメリット 小規模校のデメリット

【学
校
運
営
】

 全教職員間の意思疎通が図りやす
く、連携が密になりやすい。

 学校が一体となって活動しやすい。
 施設・設備の利用時間等の調整が

行いやすい。

 教員の配置人数は学級数で決まるため…
 一人当たりの教員の負担が大きくなる
 中学校の各教科の免許を持つ教員を配

置しにくい（専門的な学習にも影響）
 複式学級で授業を進めるためには特別な

指導技術が必要。
 運動会や文化祭等の運営に課題が生じる。

【そ
の
他
】

 保護者や地域社会との連携が図り
やすい。

 PTA活動等、保護者一人当たりの負担が大
きくなりやすい。

小規模校の良さもあるが、学校規模が小さくなりすぎると
課題の方が大きくなる



なぜ検討が必要なの？

進学後や社会に出た時など、大勢の中で馴染めるか不安。

同級生がいない。

複式学級が不安。

⇒ 他の学校区へ転居する事例も

保護者の不安

昨年の教育懇談会では、「地区では統合の話を出しにくい。
市主導で方針を示してもらえないか。」 という意見も。

２.小中学校のあり方についての検討
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市教育委員会では、どのような検討をしているの？

小中学校の再編を視野にいれた検討

2021年２月

答申予定

「豊岡市立小中学校適正規模

・適正配置審議会」を設置して

審議中

２.小中学校のあり方についての検討
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３．児童生徒数の推移と複式学級
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児童・生徒数の推移

３．児童生徒数の推移と複式学級

11兵庫県教育委員会 統計資料（各年５月１日現在）

豊岡市住民基本台帳（2020年４月８日現在） より
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※ 中学生は、豊岡市立の
中学校に通う生徒。

実績 推計

・小学生 3,414人 減
・中学生 2,105人 減

合計 5,519人 減

1990年⇒2020年

さらに
2020年⇒2026年
６年間だけで
【小＋中】

964人 減（見込み）

約1/2



項 目 小 学 校

単式学級 ３５人
（第１学年）

４０人
（第２～６学年）

複式学級 １４人 ※２つの学年で

（第１学年を含む場合は、８人）

３．児童生徒数の推移と複式学級
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○公立学校の学級編制（複式学級）基準
（兵庫県の基準）

※ただし、第２～４学年は弾力的取り扱いにより
35人学級編成



竹野地域の各学校別学年人数と
今後の見込み

兵庫県教育委員会 統計資料（２０２０年５月１日現在）

豊岡市住民基本台帳（２０２０年４月８日現在）
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３．児童生徒数の推移と複式学級
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３．児童生徒数の推移と複式学級

竹野地域の各学校別学年人数と今後の見込み

単位：人

2020年度

竹野地域

小 学 校 名 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年
児童数

合 計

複 式

学 級 数
クラス数 備 考

竹　野 16 18 21 10 18 24 107 6

中竹野 5 0 5 2 8 3 23 1 4 3-4複式,5-6複式解消

竹野南 4 2 7 4 4 3 24 2 4 1-2,3-4複式,5-6複式解消

合計 25 20 33 16 30 30 154
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３．児童生徒数の推移と複式学級

６年後（2026年度）

竹野地域

単位：人

竹野地域の各学校別学年人数と今後の見込み

小 学 校 名 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年
児童数

合 計

複 式

学 級 数
クラス数 備 考

竹　野 9 9 16 17 14 22 87 6

中竹野 5 2 2 4 3 4 20 3 3 1-2,3-4,5-6複式

竹野南 7 3 1 4 2 3 20 2 4 3-4,5-6複式

合計 21 14 19 25 19 29 127



児童数の今後の見込み （2020年度推計）

３．児童生徒数の推移と複式学級
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竹野地域
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中学校別生徒数の今後の見込み （2020年度基準）

３．児童生徒数の推移と複式学級
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豊岡南中 197 182 176 555 15

豊岡北中 164 162 195 521 13

港中 19 16 27 62 ３

城崎中 23 25 18 66 ３

日高東中 105 130 108 343 10

日高西中 28 37 37 102 ３

出石中 77 92 69 238 ７

但東中 25 31 27 83 ３

合計 662 704 675 2,041 60

学校名 中１ 中２ 中３
生徒数
合計

学級数

竹野中 24 29 18 71 ３
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４．小中学校適正規模・適正配置の
考え方と再編の枠組（案）
（現時点での検討案）

４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）
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４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）

豊岡市の学校適正規模・適正配置の考え方（素案）

１ 適正規模

⑴ 理想とする姿

ア 小学校 12～18学級（１学年あたり ２～３学級）

イ 中学校 9～18学級（１学年あたり ３～６学級）
（各学年でクラス替えができる複数学級を確保）

※文部科学省の『公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引』で示された目安

⑵ 最低限確保したい学校規模（下限の目安）

ア 小学校 全校児童120人程度以上（各学年20人程度以上）

イ 中学校 全校生徒 60人程度以上（各学年20人程度以上）

（単学級でも複数のグループが編成できる人数を確保するための必要人数を確保） 19



４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）

２ 適正配置

⑴ 通学時間

小・中学校とも概ね１時間以内とする。 ※遠距離では、交通手段の確保が前提

⑵ 再編の枠組み

地理的要因・社会的背景を考慮した学校配置とするため、

ア 小学校 原則、同一中学校区内とする。

イ 中学校 原則、旧市町域内とする。 （ただし、港・城崎は除く）

また、旧市町域内に１校は存続させる。

豊岡市の学校適正規模・適正配置の考え方（素案）
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４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）

３ 再編の進め方

⑴ 複式学級の解消を最優先
ア 既に複式学級がある学校

イ 近い将来、複式学級が生じる学校（10年程度）

⑵ 将来を見据えた を開始

ア 小学校 全校児童120人程度

イ 中学校 全校生徒 60人程度

⇒ 地域との調整を始める（統合検討委員会の設置等）

対 象

対 象

豊岡市の学校適正規模・適正配置の考え方（素案）

検討

21

下回る



４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）

３ 再編の進め方

豊岡市の学校適正規模・適正配置の考え方（素案）

22

年度 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

行程
⑴

⑵

Ｓ
Ａ

計画期間（10年間）

Ｂ：５～10年後
Ｃ：10年以降（計画期間内に協議を開始）

Ｓ：最優先
Ａ：やや急ぐ

◇年次計画（イメージ）

Ｂ

⑴ 複式学級の解消
⑵ 将来を見据えた検討

Ｃ



４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）

４ これ以上再編が困難な場合の教育課題の軽減

地理的要因等により、再編を進めることが難しい場合、多様な考えに

触れるための対応策として次の項目について検討を進める。

ＩＣＴの活用による学校間交流や

オンライン授業の検討

豊岡市の学校適正規模・適正配置の考え方（素案）

23



再編の枠組み案
（現時点での検討案）

24

４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）
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４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）

竹野地域の場合・・・

検討対象校 枠組（案） 優先度

中竹野小学校
竹野南小学校

竹野小＋中竹野小＋
竹野南小

⇒ 竹野中の敷地内へ
（施設一体型小中一貫校）

S

Ｂ：５～10年後
Ｃ：10年以降（計画期間内に協議を開始）

Ｓ：最優先
Ａ：やや急ぐ
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４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）

市全域での検討は・・・

検討対象校 優先度

中竹野小学校 S

竹野南小学校 S

八代小学校 S

静修小学校 S

寺坂小学校 S

高橋小学校 S

検討対象校 優先度

小野小学校 Ａ

合橋小学校 Ａ

資母小学校 Ａ

中筋小学校 Ｂ

港中学校 Ｂ

城崎中学校 Ｂ

検討対象校 優先度

港小学校（仮称）

（港東小＋港西小）
Ｃ

三方小学校 Ｃ

清滝小学校 Ｃ

小坂小学校 Ｃ

日高西中学校 Ｃ

Ｂ：５～10年後
Ｃ：10年以降（計画期間内に協議を開始）

Ｓ：最優先
Ａ：やや急ぐ
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４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）

学校名
2020年度 2030年度

児童数 学級数 児童数 学級数

竹野小 107 ６ 71 ６
中竹野小 23 ３ 16 ３
竹野南小 24 ３ 22 ３
合 計 154 － 109 －

学年
2030年度

児童数 学級数
1年 16 １
2年 17 １
3年 17 １
4年 19 １
5年 25 １
6年 15 １
合計 109 ６

○複式の解消が図れる。
○３校が竹野中学校区であり、小小連携教育実施校である。
○小中一貫校とすることで、現在進めている小中一貫教育を
より一層実効性のあるものとすることができる。

枠組み（案）の
理由

課題
○施設一体型の学校施設にするためには学校施設整備が必要である。
○３校が統合しても各学年が単学級であり、20人程度規模の学級人数が確保できない学年もあるが、
これ以上の再編は難しい。

○通学距離が遠距離（20㎞程度）になる地域がある。
○竹野小の校舎は建築から60年を経過しているため、改築が必要である。

竹野小+中竹野小+竹野南小

竹野地域

優先度Ｓ

竹野中の敷地内に校舎を新築
⇒ 施設一体型小中一貫校に
現在の複式学級を解消
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４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）

学校間距離（竹野中まで）
竹野小 1.0㎞
中竹野小 4.0㎞
竹野南小 10.4㎞

学校間移動時間（バス）
約31分 （20㎞/ｈ）

最も遠い集落からの距離
（竹野中まで）

三原 ⇒ 竹野中 19.7 ㎞

竹野小・中竹野小・竹野南小
⇒ 竹野中の敷地内へ

（施設一体型小中一貫校）

竹野地域

竹野小+中竹野小+竹野南小

学校位置図







メリット（児童・生徒、保護者の目線から）
 中１ギャップの緩和・解消

 小学校と中学校の段差が少なくなり、中学校入学にあたって安
心感をもつことができる。

 系統性・連続性を意識した教育
 学校教育目標やめざす子ども像を統一させることで、小中と同

じ教育観に基づいた教育を受けることができる。
 ９年間を見据えた独自の教育カリキュラムにより、地域の特性

にあった教育を受けることができる。
 教科担任による専門的な指導が受けられる（受けやすくなる）

 異学年交流による精神的な発達
 異年齢交流学習を行いやすく、年長者や年少者などと多様な関

わり方を学ぶことで、社会性や協調性などを育成しやすい。
29

（参考）施設一体型小中一貫校のメリット・デメリット（例）



デメリット（児童・生徒、保護者の目線から）

 小学校高学年、特に６年生にとっては最高学年としての
活躍の場が少なくなりやすく、リーダーシップや自主性
が養われにくくなる。

 中学校の目新しさが失われてしまう、小学校卒業の達成
感が薄れる。

 人間関係が9年間固定化しやすい。

 小1と中3では発達段階に差があり過ぎる。

30

（参考）施設一体型小中一貫校のメリット・デメリット（例）



施設一体型小中一貫校の検討

４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）

竹野地域においての学校再編の考え方 ①

⑴ 中竹野小学校、竹野南小学校の再編については急務

⑵ ３校が統合しても各学年が単学級であり、

20人程度規模の学級人数が確保できない学年もある

⑶ とはいえ、地理的要因（主に通学距離）から、これ以上の

再編は難しい

※その他の課題・・・ 竹野小校舎の老朽化により改築が必要

小学校の課題
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施設一体型小中一貫校の検討

４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）

竹野地域においての学校再編の考え方 ②

⑴ 10年後には1学年20人以下に

⑵ 部活動や集団での活動に支障が生じてくる（既に生じている）

⑶ とはいえ、地理的要因（主に通学距離）から、これ以上の

再編は難しい

中学校の課題
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施設一体型小中一貫校の検討

４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）

竹野地域においての学校再編の考え方 ③

施設一体型小中一貫校の整備を検討（竹野中・竹野小・中竹野小・竹野南小）

⑴ 竹野地域内に小学校・中学校を１校は置く

⑵ 小学生と中学生が同じ敷地内で過ごすことにより、

多様な考え方に触れられる環境を確保。

⑶ 小学生も、中学の専門教科の先生から学べる。

⑷ 竹野地域の特色を持ったカリキュラムを構築できる。

⑸ 体育祭や文化祭などの活動の幅が広がる。

対応方法

竹野中の敷地内に小学校を
新たに整備することを検討
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今後のスケジュール

時 期 内 容

2020年9月～10月 保護者、地域との意見交換会

2021年２月 審議会から答申（予定）

2021年４月～ 答申内容の地域説明会

2021年９月頃 計画（案）の地域説明会、パブリックコメント

2021年11月末頃 計画策定・公表

2021年12月～ 統合に向けた校区別説明会

2022年4月 計画スタート、統合検討委員会の設置調整

2023年4月 学校統合（最も早い場合）

※太文字は地域住民の意見を聞く場

４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）
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（参考）地域独自の動き①

奈佐小学校 児童数 35人 （２年生児童は１名）

2019年12月に要望書が提出された（奈佐区、奈佐小ＰＴＡ）

2021年４月に五荘小学校と統合予定

港東小学校・港西小学校 港東小児童数 50人

港西小児童数 42人

2020年２月に要望書が提出された（港地区区長会、港３校１園ＰＴＡ）

2021年４月に統合し、港小学校（仮称）となる予定（校舎は港東小学校を使用）

※児童数は2020.5.1 時点 35

４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）



（参考）地域独自の動き②

中竹野小学校 児童数 23人 （２年生児童は0名）

2020年9月に要望書が提出された
（中竹野地区区長協議会長、中竹野小学校ＰＴＡ会長、竹野認定こども園
中竹野地区保護者代表から）

2022年４月に竹野小学校と統合予定

※児童数は2020.5.1 時点 36

４．小中学校適正規模・適正配置の考え方と再編の枠組（案）



小中学校のあり方意見交換会まとめ（保護者向け・竹野会場） 

 

意見交換会での意見・質問とその回答（主なもの） 

 

≪適正規模・適正配置≫ 

〇10 年後を想定して数字が出ているが、資料には 2045 年の推

計まで載っている。こういう計画では何年先を目途に想定さ

れているのか。2045 年には竹野中もまた次の統合を考えない

といけないくらいの少子化レベルになっていると思う。 

⇒ 今回の計画期間は 10 年間と考えている。今回の再編案は

複式学級の解消を最優先としているので、その他につい

ては社会情勢、出生数の動向などをみながら改めて検討

させていただくことになる。今から決めてしまうのでは

なく、途中で評価をしながら、見直すべきは見直すこと

とする計画にしていきたい。 

 

〇適正配置の考え方で通学時間が１時間以内とされているが、

１時間以内だと結構な距離になる。何キロ圏内を考えている

か伺いたい。 

大人でも通勤時間が 30 分は結構な距離だと思うが、この距離

を通学することとなると、子どもにも、保護者にも負担が大き

くなる。 

⇒ 通学時間が１時間というのは、特に低学年の子どもには

かなり負担になるため、バス通学で１時間となっても、

できるだけ待ち時間などが少なくなるような調整が必要

だと考えている。バスであれば時速 20km 程度と考えてい

るので、旧町域内では１時間はかからないと想定してい

る。子どもや保護者の負担等、ご意見をいただきながら

検討を進めたい。 

 

〇竹野町で１つにするなら、地域の真ん中に学校を作る案はど

うか。小学校の建て替えがあるなら、地域の真ん中に持って行

けば通学の時間が少なくなると思う。 

⇒ 今回は、竹野中学校敷地で施設一体型小中一貫校とする

案を示させていただいている。しかし、これで決定して

いるものではないので、審議会で協議をさせていただく。 

 

〇再編の枠組みで、「旧市町域内を原則とする」とされているが、

なぜ旧市町域にこだわられているのか。小学校は竹野町内で

良いと思うが、中学校になると、今後少子化が進み、しんどく

なってくる時期がくると思う。その時に旧市町に限定されて

しまうと身動きが取れない状況になってくると思う。もし人

数のことを考えると、城崎と港と竹野との統合という話も出

てくるかもしれないが、その時に竹野町は三原など遠い地域

から港や城崎に通わなければいけないのか。 

⇒ 仮に竹野から城崎に通うことになった場合、竹野の一番

遠い集落からだと、１時間を超えてしまうこととなるた

め、再編は、旧町域内でと考えている。「竹野は１つ」と

いう想いもあると思うので、審議会では竹野地域で１つ

として、独自のカリキュラム等を設けて、竹野に合うよ



り良い教育をすることによって、少しでも人口流出抑制

や他地域から来てもらうなど夢が語れるような教育がで

きないかということで、小中一貫校の提案をさせていた

だいている。 

いただいたご意見は審議会にも伝えて、一緒に考えてい

きたい。 

 

≪学校再編≫ 

〇小学校の建て替えの話があると思うが、現時点での建て替え

のスケジュールを教えて欲しい。 

 ⇒ スケジュールは、あくまでも地域の皆さんの同意を得

ることが必要と考えているが、最短でも４～５年後くら

いになるのではないかと考えている。以前は、竹野小学

校区の方を対象としてお話をさせていただいたが、今回、

改めて、小中学校のあり方についての再編案として提示

させていただいた。今後、地域の皆さんと一緒に考えて

いきたいと考えている。 

 

〇施設一体型小中一貫校のメリットとして中１ギャップの解消

などがあると思うが、既に取り組まれている学校でどのよう

に解消されているのか、また、一体型になった時に起きた問

題・デメリットなどがあるのか。 

⇒ 今、豊岡市は施設が離れているが９年間でこんな子ども

に育てましょうと、小中一貫教育に取り組んでいる。こ

れが、例えば竹野中学校の敷地に３つの小学校の子ども

たちが集まって９年間を過ごす、そういった施設一体型

小中一貫教育をすることで、教育活動の可能性はかなり

広がると考えている。 

アンケートでは、小学校６年生が中学校に行くときの心

配事として、新しい友達ができる楽しみと不安、中学校

に行くと先生が厳しいかなという不安、勉強の不安、こ

れらが最も多い。これが施設一体型になれば、小学生の

子どもたちが自分の成長の先を間近で見ることができ、

不登校や入学したときの不安が今以上に解消し、いい環

境で子どもたちが９年間を過ごすことができるのではな

いかと考えている。 

 

≪その他≫ 

〇小学校再編後の放課後児童クラブの計画があれば教えて欲し

い。 

⇒ 現在の基本的な考え方として、放課後児童クラブは小学

校に併設することとしている。 

  竹野中学校敷地に小学校を建て、そこに放課後児童クラ

ブを置くと、特に竹野南地区の保護者には、遠距離を迎

えに行かないといけないという課題があるものと認識し

ている。今後、検討させていただきたい。 

 

 

 

 



アンケートでの意見（主なもの） 

 

 よく考えられており、いいと思う。 

じっくり考えていただいたらいいですが、子どもは日々成

長していきます。早い対応を求めます。 

 

 現時点、５年後、10 年後だけでなく、その後の推移を見る

と竹野小学校も他人事ではないと思いう。１つの学年 20

名程度を確保していく必要がある。 

 

 子どもたちが未来に自信を持って学びを深める場所で過

ごせるよう、よろしくお願いします。 

意見交換会は、ある程度グループになって話せると意見が

出やすいと思う。 

 

 子どもは先生から教わることに加えて、子ども同士で学び

合うこともたくさんあると思う。同級生は多い方がいい。 

 

 複式のビデオを見て、声が後ろから聞こえてきて集中でき

なかったり、授業のロスができると思った。早くに統合の

話を進めて欲しいと思いました。 

 

 小中一貫教育にすることによって、今、目が届きにくい中

学校にも地域の目が届き、中学校の保護者としても、とて

もいい学校環境になると思う。 

 

 

 

 竹野南地区の保護者のことを考えるといろいろと負担に

なると思う。竹野中学校敷地内にと考えるのであれば、竹

野南地区の意見をたくさん聞いてあげて欲しい。 

 

 地域の方は小学校→中学校で別の場所に通う、通い始める

ことに意味を持たれているように感じます。施設一体型を

採用した学校からのいい面、不安な点、悪い面が分かるも

のがあれば前向きな検討になるかと思います。 

 

 小中一貫について、子どもの数が少なくなってきた中での

苦肉の策ではないか？メリットが大きいなら、他の地域で

も進めるべきではないか？ 

 

 小中一貫になると、プールの問題、現竹野小学校の場所を

どうするのか。どうなるのかを明確にして欲しい。放課後

児童クラブの設置もどこになるのか？ 

 

 適正規模・適正配置は分かりました。 

小学校区は、竹野３校合併はありと思います。 

中学校では今後少子化が進みます。竹野中は豊岡北中との

合併を考える必要があるのではないでしょうか？そうす

ればどこの地区からも 20 ㎞圏内で行けます。小中一貫教

育、しかも１クラスで９年間は変わり映えなく、飽きがく

ると思う。中学校になった時に新鮮さがない。 

 

 「竹野ひとつ」の精神は大切にしていきたい。 


